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今月の題字作成者
大洲北中学校 1 年（現：大洲北中学校 2 年）
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が ん ば る 大 洲 っ 子

現在の大洲

今 月 の 表 紙CONTENTS　目次

2 ページ  がんばる大洲っ子・今月の表紙

3 ページ～   （特集）世界を知り　自分を知る

8 ページ～ シリーズ

11ページ まちのわだい

12ページ～ おおずニュース

1４ページ～ おしらせ

2₅ページ～  図書館・保健センター・
   心と体の健康ガイド

28ページ  がんばるひと
　　　　　　　 （伊予長浜大神輿保存会）

税　　　別 11月 12月 1 月 2 月

市 県 民 税 4期 5期

固 定 資 産 税 4期 5期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 5期 6期 7期 8期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を。

11月の納税など　納期限は 11月30日㈪です。

人の動き（先月比）

人口　　　45,689人　（－ 33 ）
　男　　21,792人　（－ 18 ）
　女　　23,897人　（－ 15 ）
世帯数　20,259世帯（－ 6  ）

交通事故（昨年同期）

　件数　　133件（ 118 件）
　死者　    2人（    5  人） 
　負傷者　181人（ 152 人）

picture 写真

（2015年 9 月末現在）

　10月４日㈰、八幡浜・
大洲地区運動公園陸上
競技場で開催された、
平成27年度大洲市民運
動会を取材しました。
　３年ぶりに開催され
た市民運動会は、すが
すがしい秋晴れのもと、
全ての競技で熱戦が繰
り広げられ、菅田チーム
が見事優勝の栄冠に輝
きました。
　なお、市民運動会は、
来年度から休止となり
ます。

【
お
詫
び
】
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　大洲市では、次世代の大洲市を担う中学生を対象に、「大洲市中学生海外派遣事業」を行っています。
　この事業は、異国の文化や歴史、経済、生活習慣および国民性の違いを肌で感受し、その体験を通し
て国際的な感覚の涵

かん

養
よう

と視野を広めることにより、国際化時代にふさわしい人材を育成することを目
的に実施されています。今年度は、市内 9 校、12人の中学生が 7 月27日㈪から 8 月10日㈪までの1₅日間、
オーストラリアのケアンズに滞在しました。
　現地では、ホストファミリーの家庭でホームステイをしながら自然や多くの人と触れ合い、さまざま
な交流を行いました。今月号では参加したみなさんの感想文を紹介します。

（特集）世界を知り 自分を知る
～大洲市中学生海外派遣事業～

写真上段左から　　　　　　　　　矢野さん　　石川さん　　菊地さん　　中岡さん
　　中段左から　　　島田さん　　智葉さん　　中川さん　　北野さん　　重松さん
　　下段左から　　　　　　　　　　　　　　　山内さん　　藤田さん　　衣川さん
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　今回の海外派遣は、これからの僕の人生にとって言葉に表せないほど貴重な経
験となりました。オーストラリアに到着した日、「僕の知っている単語で会話で
きるだろう」という考えは、現地の小学生と話をして一瞬にして打ち砕かれまし
た。そのため初日はとても不安でしたが、休み時間にスポーツをしたり、本を読
んだりして少しずつ距離を縮めることができました。また、ホームステイでは、
これぞオーストラリアという豪快な料理の数々に驚きました。休日のドライブで
は、車で川の中を走るという日本では考えられない体験をさせてもらいました。
　このように、現地でさまざまな体験をすることにより、自分の知らない世界を
感じ、自らの考えを広げることができました。中学 3 年生で、海外にホームステ
イするという極めて貴重な体験をさせてもらったことに本当に感謝しています。
この経験をこれからの長い人生に役立てていきたいです。

　僕は、海外派遣に楽しみと英語をしっかりと話せるのかという不安を持って出
発しました。
　いざ、オーストラリアに行ってみると、ホストファミリーや小学校の人たちは
みんな気さくで、ほとんど不安はなくなりました。しかし、現地の小学生やホス
トファミリーと会話する時に、聞き取れなかったり、何て答えればいいのか分か
らなくなって会話が途切れてしまうことが何度もあり、自分の英会話力の未熟さ
を痛感しました。
　また、ケアンズ市内には、日本人がたくさん働いていて、お店で他の国の観光
客や現地の人と、とても流ちょうな英語で会話していました。僕は、英語をもっ
と勉強し、この人たちのように、さまざまな人とつながりあえる人になりたいで
す。
　僕は、海外派遣で多くのことを学ぶことができました。そして、この経験を忘
れないようにしていきたいです。

　 2 週間の研修は、発見と感動の連続で、日本とオーストラリアの文化や習慣の
違いを肌で感じることができた。オーストラリアは国土が広大で豊かな自然にあ
ふれ、現地の人たちはゆったりと心豊かに暮らしていた。時間に追われることな
く生活を楽しんでいる様子で、私たちにとてもフレンドリーに接してくれた。
　学校生活で一番印象的だったのは、放課後に参加したディスコパーティーだ。
大音量の音楽が流れるなか、皆思い思いに踊って楽しんでいた。ノリやはじけ方
が日本とは少し違って刺激的で、現地の人は自分を表現することに長けていると
感じた。ホストファミリーとは、お互いの国のことなどを話して会話を楽しむこ
とができた。また、自分の意見を相手に伝えることの大切さを教えてもらった。
　おおらかで自由なオーストラリアで生活して、丁寧で繊細な日本のよさを再認
識することもできた。これからも視野を広げ、自己表現力や国際性を身に付けて
いきたい。

　私は出発の時に「自分から積極的に行動して現地の人との交流を深める」とい
う目標を立て、オーストラリアへ行きました。
　海外派遣生のなかには、英語が得意だという人が多くいたけれど、私はそうで
はありません。それでもリスニングには、ある程度自信がありました。しかし、
現地で生の英語に触れてみると全く理解することができず、自分の未熟さを知り
ました。聞くことも話すことも難しく、私が困っているとバディも困った表情を
して、たくさん迷惑を掛けてしまいました。しかし、遊びなら言葉が分からなく
ても通じ合うことができ、すごく感動しました。また、英語に囲まれた環境で過
ごすことによってだんだんと相手の言うことが分かるようになったり、会話もで
きるようになったりして、自分の成長を感じました。
　今回の体験を通して私はたくさんの交流を深め、本当に良い経験をさせていた
だきました。この活動に協力してくださった人たちへの感謝を忘れず、これから
に生かしていきます。

大洲南中学校
中岡　優

ゆう

友
すけ

さん

大洲南中学校
矢野　旭

あき

人
と

さん

大洲北中学校
中川　　祈

いのり

さん

大洲北中学校
衣
きぬ

川
がわ

　莉
り

夏
か

さん
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　初めての海外派遣で、しかも 2 週間ということもあり少し不安はありました。
英語は好きですが、いざ現地の人と交流してみると、何を言っているのか聞きと
りにくいことが多く、聞き取れても何と返せばいいかわかりませんでした。しか
し、現地の学校の人もホストファミリーも、私が理解するまでゆっくりと話しか
けてくれて、優しい人ばかりでした。私のホストファミリーは、みんな明るく優
しくて笑顔のステキな人たちでした。初めのころは、何をするにも抵抗がありま
したが、生活に慣れてくるとお手伝いを積極的にやったり、たくさん話しかける
努力もしたりしました。
　毎日生活して第 2 の家族のような存在だった人たちとの最後のお別れのとき
は、もう会えないと思うと本当に寂しくて、涙がとまりませんでした。コミュニ
ケーションをとることがとても難しかったのですが、少しずつ会話ができるよう
になってきたことが本当にうれしかったです。

　今回の海外派遣は、現地の文化や言語など多くのことを吸収し、貴重な体験
となりました。特に、楽しいゲームや日常生活の会話の勉強は、頭に入りやすく、
自分のためになりました。最初は、つい日本語が出てしまうといったこともあ
りましたが、次第に不意の質問にも自然に英語が出るようになりました。そして、
ホストファミリーとの生活でも、自分の気持ちを伝えることが楽しくなりまし
た。
　ウォークラリーでは、 2 週間の成果を生かして、単語がわからなくともジェ
スチャーを交えた言葉で伝え、なんとかゴールすることができました。これら
の活動を通して、コミュニケーションをとることの大切さを改めて感じること
ができました。
　この 2 週間英語に触れることで、ますます英語が好きになりました。世界は
広く、自分はその中のちっぽけな存在でしかありません。もっともっと英語を
勉強するとともに、国際的感覚を養っていきたいと思います。

　出発前私は、「生の英語に触れるのが楽しみ」と言いました。英語が大好きで、
ある程度自信がありました。しかし、いざ現地の人と話してみると、想像以上に
相手の言っていることを聞き取れなかったり、伝えたいことがうまく伝わらなか
ったりして、ショックを受けました。日が経つにつれ、上達していったように思
いますが、自分の英語力の未熟さを思い知らされました。しかし、それと同時に
今まで感じたことがないほど強く、「もっと英語を勉強したい」と思うようにな
りました。
　オーストラリアでの毎日は、とても楽しく、本当にあっという間でした。学校
の友達とのｔ

テ ィ ギ ー

ｉｇｇｙ（鬼ごっこ）、現地の学校での授業、休日訪れたラグーン
プール、ホストファミリーとの夕食。挙げ始めたらきりがないほど、たくさんの
思い出ができました。
　こうしたかけがえのない経験をさせてくださった全ての人に感謝し、これから
もっと学び、また、オーストラリアを訪れたいです。

　僕が、オーストラリアに行きたいと思った理由は、将来英語が役立つ仕事を
したいと思ったからです。僕は人とコミュニケーションをとることが苦手だっ
たので、少し不安でした。しかし、実際に話してみて、速くて聞き取るのが困
難でしたが、次第に慣れて少しずつ聞き取れるようになってきました。すると、
話すのが楽しくなって、自分から話しかけることができました。また、日本で
はあまり使ったことがないジェスチャーの大切さも実感することができました。
　今回の体験は、僕にとってとても貴重なものだったと思います。海外派遣に
行かせてくれた親に、そして一緒に行った仲間、先生、ホストファミリー、関
係者のみなさんには本当に感謝しています。この恩を忘れないようにしたいで
す。
　前の自分と比べて、積極的になったところが成長したところだと思います。
これからも人とコミュニケーションをとっていきたいです。

平野中学校
北野　愛

あい

梨
り

さん

肱東中学校
石川　　理

さとし

さん

大洲東中学校
菊地　輝

てる

旭
き

さん

新谷中学校
藤田弥

み

帆
ほ

香
か

さん
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　ずっと行ってみたかったオーストラリアで私が一番思ったことは、「言葉が通
じなくても心と心で通じあえる」ということだ。オーストラリアでの生活が始ま
って最初の金曜日、ホストファザーに放課後の学校で開催されたディスコに連れ
ていってもらった。ディスコでは、普段学校で授業を受けている子どもたちが思
うがままに踊っているのを見て、衝撃を受けた。ディスコの一部ではサークルが
できていて、その中心で踊りたい人が踊っていた。私もみんなにおされて踊った。
するとたくさんの人が「ナイスダンサー」と言ってくれ心が通った。学校でも新
たにたくさんの友達ができ、人との出会いはこんなに素敵なんだと思った。
　今回の海外派遣で生の英語に触れ、先生 2 人を含む13人の素敵な仲間と過ごし
た1₅日間は、私の世界を変えるすばらしい経験となった。今でもきらきらと輝い
て見える、苦労しながら過ごした 2 週間のこの貴重な経験を将来に生かし、必ず
夢を実現させたい。

　ケアンズに到着し、見るもの全てが新鮮でわくわくした気持ちでした。私は、
いざ現地の人たちと英語で会話をしようと思っても話を理解することができず、
少し不安になりました。しかし、ゆっくりと何度も話をしてもらい毎日の会話が
とても楽しいものになりました。話しかけてくれた時もうれしかったけれど、そ
のこと以上に言いたいことが伝わり、会話ができたことがとてもうれしかったで
す。
　また、私のホストマザーは優しくフレンドリーな人で、休日にはワラビーを見
に行ったり買い物へ連れて行ったりしていただきました。別れの時には出発する
直前まで一緒にいてくれて、私は別れるのが辛かったです。振り返ると本当にこ
の 2 週間がとても短く感じました。
　この体験をこれからの生活に生かし、今まで以上にたくさんのことを学んで、
いつかもう一度ケアンズを訪れたいと思います。今回、このような貴重な体験を
させていただき本当にありがとうございました。

　野生のカンガルーに七面鳥。広い庭に大きな家。お昼は毎日ハンバーガー、野
菜が少なく高カロリーな食事。昼食の時間が二回あり、食べ歩き自由。ホームス
テイ先では、自由時間が多く、寝る時間が早いこと。日本とは違う食文化や生活
習慣に驚くことばかりでした。
　出発前は、自分が話す英語が伝わるか不安でした。でも、バディやホームステ
イ先の家族との会話はとても楽しく、現地の学校で英語を楽しく学ぶことができ
ました。自分から積極的にコミュニケーションをとることが大切だと改めて感じ
ました。自分の英語力では理解できないこともたくさんあったので、もっと勉強
し、話す力、読む力、聞く力、書く力をつけていきたいと思います。
　楽しかった1₅日間はあっという間で、心に残る貴重な体験となりました。この
ような経験をさせていただいたことに感謝し、この体験を生かして、今後の学校
生活を充実させ、将来の夢につなげていこうと思います。

　オーストラリアで学んだことは、人との関わりの大切さです。最初は中学生同
士仲良くなれるか不安だったけれど、たくさんの友達ができました。現地では、
初めてホストマザーにあったとき、これからうまくやっていけるか自信がありま
せんでした。しかし、笑顔で受け入れてくださって、それまで抱いていた不安も
一瞬で消え、それからのホームステイもとても充実したものになりました。学校
ではバディがつき、休み時間には遊びに連れていってくれたり、声をかけてくれ
たり、英語が分からない私を親切にサポートしてくれました。
　多くの人の支えで、この1₅日間が私にとって素晴らしいものになりました。き
っと一人では、こんなに楽しく、忘れられない時間を過ごすことはできなかった
と思います。本当に感謝しています。今後の生活の中でも人と人とのつながりを
大切にしたいです。
　最後に、このような貴重な機会を与えてくださったみなさん、ありがとうござ
いました。

長浜中学校
重松　楽

ら

々
ら

さん

長浜中学校
島田亜

あ

悠
ゆ

菜
な

さん

河辺中学校
智葉　瑛

え

海
み

さん

肱川中学校
山内　瑠

る

菜
な

さん
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H27河中日記カテゴリ一覧
海外派遣

　今年度の海外派遣事業に、団長として参加する機会を与えていただきました。
市内全ての中学校から参加した生徒12人と引率教諭の総勢1４人は、ケアンズで有
意義な研修を行ってきました。ケアンズは、オーストラリア北西部に位置する人
口約1６万人の観光都市です。この時期は冬ですが、寒すぎず暑すぎず、大変過ご
しやすい毎日でした。現地の人も「ベストシーズン」と呼んでいて、多くの観光
客が訪れていました。
　私たちを受け入れてくれたW

ワ ー リ ー

OREE S
ス テ イ ト

TATE小学校は、市内から車で10分ほど
の住宅街にある広々とした学校で、先生たちはとても親切でした。子どもたちも

「コンニチワ」と声を掛けてくれたり、手を振ってくれたりと、とてもフレンド
リーでした。そのおかげで、最初は緊張していた生徒たちもすぐに打ち解け、ス
ムーズな交流が行えました。日が経つにつれて、笑顔で会話を交わす姿が増えて
きました。
　この研修で私が一番良かったと感じたことは、体験を通してさまざまな事を感じ取れたこと、それと
同時に外から日本のよさを再認識できたことです。これは国際化が進む社会を生きるこれからの子ども
たちにとって、非常に大切なことだと思いました。メディアやネットからの情報だけでは分からない「本
物」を知ることができました。この機会を与えていただいた大洲市・大洲市教育委員会、そして桝山教
育振興会のみなさんには心から感謝申し上げますとともに、今後ともこの事業が継続されますことをお
願いいたします。このたびは貴重な学習の場を与えていただき、本当にありがとうございました。

　オーストラリアのケアンズで 2 週間とてもすばらしい体験ができました。日
本と違う文化、環境、言語に触れることで、多くのことを学ぶことができました。
　平日、私たちはワーリーステイトスクールという小学校にお世話になりまし
た。小学校では、まず午前中は語学研修で、英語の授業を受けました。当然、
すべて英語で授業が進められ、生徒たちも最初は緊張した様子でしたが、英語
の歌をいっしょに歌ったり、ゲーム形式での対話活動を行ったりする中で緊張
もほぐれ、楽しく活動することができました。 2 週目には積極的に英語で発言
する場面もどんどん見られるようになり、生徒たちの成長の様子には、とても
驚かされました。
　それぞれ生徒には小学生のバディがついて、いろいろお世話をしてくれまし
た。ワーリーステイトスクールの小学生はとてもフレンドリーでどんどん話か
けてくるので、理解できない英語もたくさんあったはずですが、ジェスチャー
や絵などを使ってコミュニケーションをとり、すぐに仲良くなりました。そん

な様子を見ていると、コミュニケーションにおいてまず大切なことは相手のことを知ろうとする気持
ち、相手に伝えようとする気持ちだと感じました。生徒にとっては、わずか 2 週間の小学生との交流で
したが、いつまでも彼らの笑顔が生徒の心に輝き続けることでしょう。

団長
河辺中学校

校長　小倉　和
かず

芳
よし

引率
長浜中学校

教諭　下岡　史
のぶ

明
あき

　派遣生のみなさんが出発前に抱えていた不安は、迎えてくれた
人たちの温かさにより、次第に楽しさへと変わっていきました。
また、今まで見聞きしていた事を実際に肌で経験することにより、
期待や自信が打ち砕かれたこともあったようです。日本とは全く
異なる生活環境のなかで、一人ひとりが感じ、考え、行動に移す
ことによって自分の課題を乗り越え大きく成長したことが、感想
文からうかがう事ができます。
　今回の貴重な体験を糧にして、派遣生のみなさんが世界に羽ば
たく人材となることを願います。

　今回の海外派遣の様子は、河辺中学校ホームページにアップ
されています。
河辺中学校

（http://kawabe-j.esnet.ed.jp/） →
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シリーズ

文化財

如
に ょ

法
ほ う

寺
じ

仏
ぶ つ

殿
で ん

国指定重要文化財（建造物）
如法寺所有

　如法寺仏殿は、禅堂の機能を兼ね備えた珍し
い建物で、建物中央部分は御本尊の釈迦如来像
を安置して仏殿の空間としますが、その両脇に
は僧侶が修行するための畳間を備え、禅堂の機
能も有しています。
　近年、老朽化により損傷が顕著になったこと
から、平成22年から約 ４ 年の歳月をかけて半解
体修理工事が実施されました。寛

か ん

文
ぶ ん

10年（1６70）
の創建以来、初めてとなる大規模な修理工事で、
より創建当初の姿に近づける工事が実施されま
した。
　建物背面の下

げ

屋
や

などもその一つで、修理前は
瓦葺の屋根でしたが、創建当初は杮

こ け ら ぶ き

葺（薄い板
を何枚も重ねて葺

ふ

いたもの）だったことが分か
り、今回の修理では杮葺で復原されています。

（平成 ４ 年 8 月10日指定）

野　鳥

チゴハヤブサ（稚児隼）
ハヤブサ目ハヤブサ科
全長37㎝ 翼開長84㎝

　チゴハヤブサは、北海道や東日本で繁殖して、
越冬地に向かうときに大洲でも出会えるハヤブ
サの仲間です。ツバメを大きくしたようなシル
エットで、空中を高速で飛び回り、トンボや小
鳥を襲って食べます。時には、河川敷の緑地で
バッタを捕るため急降下して来ますが、さすが
ハヤブサの仲間だけあって、目にも止まらぬ速
さで飛び去って行きます。
　止まっている姿は、めったに見ることはでき
ません。飛んでいる時の見分け方は、ハヤブサ
がカラスくらいの大きさなのに比べ、チゴハヤ
ブサはハトくらいのスマートな体つきで、下腹
部がオレンジ色に見えるのが特徴です。
　ハヤブサ科の鳥は、ワシやタカの仲間とされ
ていましたが、最近になってDNAを研究したと
ころ、実際は全く違った祖先から進化して、同
じ様な姿形になったことが分かったそうです。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

消
防
団
員
確
保
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
を
実
施
し
ま
す

～
愛
媛
県
消
防
協
会
～

　

愛
媛
県
消
防
協
会
で
は
、
消
防
団
員

を
確
保
す
る
た
め
「
消
防
団
員
確
保
キ

ャ
ラ
バ
ン
事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と
と

な
り
、
県
内
20
市
町
の
消
防
団
長
ら
約

50
人
が
参
加
し
９
月
２
日
㈬
、
県
庁
議

事
堂
前
に
お
い
て
出
発
式
を
行
な
い
ま

し
た
。

　

出
発
式
で
は
、
愛
媛
県
知
事
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
各
支
部
業
務
執
行
理
事

へ
手
渡
さ
れ
、
愛
媛
県
消
防
協
会
土
居

会
長
が
決
意
表
明
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

県
内
の
消
防
団
員
数
は
、
少
子
高
齢

化
や
団
員
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
な
ど
の

影
響
に
よ
り
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

大
洲
市
消
防
団
に
お
い
て
も
、
平
成

26
年
度
よ
り
機
能
別
消
防
団
員
制
度
を

導
入
し
団
員
確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す

が
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

男
女
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、「
消
防

団
に
入
り
た
い
」「
消
防
団
活
動
を
通

じ
地
域
に
貢
献
し
た
い
」と
い
う
人
は
、

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

危
機
管
理
課
消
防
係

☎
㉔
１
７
４
２

大洲市を守る消防団員の活動や取り組みを、シリーズでご紹介します。

地域を守るエキスパート　№8

決意表明を行う土居会長
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新谷藩主加藤家の文化財　第四幕
シリーズ

　

加
藤
泰
賢
は
、
明め
い

和わ

４
年
︵
１
７
６

７
︶、
５
代
藩
主
加
藤
泰や
す

官の
ぶ

の
嫡
男
と

し
て
江
戸
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
明
和
８

年
︵
１
７
７
１
︶、
父
の
死
去
に
伴
い

５
歳
で
家
督
を
相
続
し
ま
し
た
。

　

泰
賢
は
、
天て
ん

明め
い

３
年
︵
１
７
８
３
︶、

新
谷
に
藩
校
「
求き
ゅ
う

道ど
う

軒け
ん

」
を
創
立
し
、

藩
士
の
教
育
に
努
め
ま
し
た
が
、
駿
府

御
加
番
、
江
戸
城
の
幸さ
い
わ
い
ば
し橋
、
日
比
谷
口

の
諸
門
番
な
ど
多
く
の
公
役
の
ほ
か
、

領
内
で
頻
発
し
た
風
水
害
な
ど
に
よ
る

年
貢
収
入
の
減
少
か
ら
、
１
万
石
と
い

う
石
高
の
少
な
い
新
谷
藩
の
財
政
は
危

機
的
な
状
況
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
財
政
難
を
打
開
す
る
た
め
、
領

内
の
町
や
郷ご
う

の
富
裕
者
に
対
し
て
寸
志

銀
や
御
用
銀
と
称
し
て
藩
へ
銀
の
上
納

を
命
じ
る
ほ
か
、
省
略
令
を
布
達
し
て

倹
約
を
命
じ
ま
し
た
。

　

省
略
令
に
は
、
３
月
の
雛ひ
な

飾
り
や
５

月
の
節
句
飾
り
な
ど
祝
い
の
行
事
や
風

習
ま
で
も
厳
し
い
取
り
決
め
が
な
さ
れ

る
ほ
か
、
建
物
の
畳
替
え
に
つ
い
て
も

厳
し
く
規
制
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
藩
士
の
給
与
に
つ
い
て
も
、

格
段
に
引
き
下
げ
る
緊
縮
財
政
と
す
る

こ
と
で
財
政
難
を
打
開
し
よ
う
と
図
り

加 

藤 

泰 

賢
（
か
と
う
や
す
ま
さ
）

加藤泰賢の墓所

　鉄道ファンや、観光客の間で人気急上昇なのが、
JR四国が運行している「伊予灘ものがたり」です。
運行区間は、松山駅から伊予大洲駅・八幡浜駅間で
す。
　大洲では、大洲城からの旗振りや沿線での手振り、
五郎駅での一風変わった格好をした駅長のお出迎え
など、地元の人もそのにぎわいに一役買っています。
　大洲に住む私たちこそ、伊予灘ものがたりに乗り、
地元の良さを再確認するべきではないでしょうか。

大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ

※今月のクイズの答えは、広報大洲12月号に掲載します。

【先月号のクイズ解答・解説】
　大洲産のクリのブランド戦略事業名は、何と言うでし
ょうか。
①　ビッ栗！プロジェクト
②　大洲まるごと栗イズム
③　大洲地栗倶楽部
解答…②
解説…クリと言えば伊予市（中山町）を思い浮かべる
人も多いと思いますが、実は大洲のクリが生産量は県
内トップです。
　大洲まるごと栗イズムの会では、愛媛たいき銘柄栗を使
った料理や菓子の商品開発や試食アンケート、商品化に
向けたセミナーや意見交換会などの活動を行っています。
　メンバーの 1 人である冨永さんは、「都会の若い人にク
リの本当のおいしさを伝えたい」と
事業に取り組まれています。大洲の
クリを全国ブランドとして、どう特
化させていくかが今後の課題です。

【今月のクイズ】
　伊予灘ものがたりが通過する五郎駅。その駅で、
一風変わった格好をした駅長がお出迎えしてくれ
ます。どのような格好をしているでしょうか。

①　タヌキの格好
②　キツネの格好
③　ネコの格好

ま
し
た
が
、
文ぶ
ん

化か

６
年
︵
１
８
０
９
︶、

藩
財
政
は
破
綻
の
状
態
に
陥
る
結
果
と

な
り
、
本
家
大
洲
藩
が
５
年
間
新
谷
藩

の
政
治
・
財
政
全
面
に
わ
た
っ
て
管
理

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
新
谷
藩
は
、
一
時
的
に
藩
と
し
て
の

独
立
機
能
を
停
止
し
た
状
況
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
責
任
を

取
っ
て
か
、藩
主
泰
賢
は
文
化
７
年︵
１

８
１
０
︶、
家
督
を
恒
吉
に
譲
り
隠
居

し
ま
し
た
。

　

文ぶ
ん

政せ
い

８
年
︵
１
８
２
５
︶
に
は
剃
髪

し
て
出
雲
入
道
と
改
名
す
る
と
、
翌
年

疝せ
ん

積し
ゃ
く

︵
胸
や
腹
な
ど
が
さ
し
こ
ん
で
痛

む
病
気
︶
と
足
痛
の
持
病
を
抱
え
て
い

た
泰
賢
は
、
道
後
温
泉
の
湯
を
く
み
寄

せ
て
湯
治
を
図
る
た
め
新
谷
へ
引
き
移

り
ま
し
た
。

　

天て
ん

保ぽ
う

元
年
︵
１
８
３
０
︶、
新
谷
に

お
い
て
64
歳
で
没
す
る
と
、
法ほ
う

眼げ
ん

寺じ

に

葬
ら
れ
ま
し
た
。
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シリーズ

え
ひ
め
国
体
開
催
ま
で
あ
と
２
年
﹁
大
洲
市
開
催
競
技
の
紹
介
﹂

　

２
０
１
７
年
開
催
の
第
72
回
国
民
体

育
大
会
「
愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
」

に
お
い
て
、
大
洲
市
で
は
次
の
競
技
を

開
催
し
ま
す
。

　　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
社
会
の
実
現
を
目
的
と
す
る
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、

「
カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝
」
が
平
成
29

年
８
月
20
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
国
体
終
了
後
の
平
成
29
年
10

月
28
日
か
ら
は
、
第
17
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
洲
市
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

︵
知
的
障
が
い
者
︶
が
開
催
さ
れ
、
市
総

合
体
育
館
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
大
洲
市
で
開

催
さ
れ
る
国
体
・
大
会

の
競
技
会
を
成
功
さ
せ

る
た
め
、
愛
顔
つ
な
ぐ

え
ひ
め
国
体
・
え
ひ
め
大
会
大
洲
市
実

行
委
員
会
を
組
織
し
、
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

国
体
Ｐ
Ｒ
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
着
用
に
お

い
て
は
、
市
職
員
だ
け
で
な
く
、
学
校

や
各
団
体
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
気
運

も
次
第
に
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
総
参
加
運
動
の
一
環
と

し
て
、
市
内
小
中
学
校
で
は
花
い
っ
ぱ

い
運
動
も
行
わ
れ
て
い
て
、
国
体
み
き

ゃ
ん
も
応
援
に
駆
け
付
け
た
市
民
運
動

会
で
は
、
国
体
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
に
プ
ラ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

えひめ国体・大会を盛り上げよう

競　技　名 日　　程 会　　場

ソフトボール
（成年男子）

平成29年
10月 1 日～ 2 日

八幡浜・大洲地区運動
公園野球場

カヌースプリント
（全種別）

平成29年
10月 1 日～ ４ 日

鹿野川湖特設カヌー競
技場

ソフトテニス
（成年男女）

平成29年
10月 ６ 日～ 7 日

八幡浜・大洲地区運動
公園テニスコート

【正式競技】
開
催
し
ま
す
。

競　技　名 日　　程

　私が生まれ育ったのは、愛媛県と全然景
色が違うアメリカのミネソタ州です。ミネ
ソタ州は、山が全くなく、一番近い海に行
くには1,800㎞も移動しなくてはなりませ
ん。大洲市に来た時、ミネソタ州の景色と
全く違ってびっくりしました。
　しかし、山や海がないといっても、きれ
いな地形がないというわけではありません。
山や海はありませんが、湖が 1 万 1 千カ所
もあります。このため、ミネソタ州のスロー
ガンは「 1 万湖の国」です。湖はミネソタ
出身の人にとって、とても大切なものです。
私も一番いい思い出は、湖周辺での出来事
です。例えば、毎年夏にスウェーデン語を
勉強するために、 1 カ月間サマーキャンプ
に行きました。そのキャンプは、大きい湖
の近くで行われていたので、友達とよく泳
いだり、湖畔でバーベキューをしました。

　ミネソタ州の湖は、夏が一番美しいと思
います。子どものころ、毎年 7 月 ４ 日の独
立記念日に行われる祭りの時には、近くの
湖で行われる花火を見に行きました。そし
て、もう少し大きくなって、高校の学年末
に行われるダンスパーティーは、湖の近く
で行われ、写真をたくさん撮りました。また、
運転免許試験のために練習していた時には、
何回も湖の周りを運転しました。
　今回ＡＬＴとして大洲に赴任して、大洲
のとてもきれいな景色を見られることをう
れしく思います。私は、大洲、肱川、河辺
の小中学校を担当しているので、河辺の美
しい山、肱川の流れ、大洲の田んぼなどの
景色が楽しめます。
　これから大洲市に住んでいる間に、素晴
らしい景色と自然をずっと楽しみたいと思
います。

ＡＬＴ（外国語指導助手）のつぶやき
ミネソタ州と大洲市の景色の違い

ステファニー・マイヤーズさん
アメリカミネソタ州出身
１年目
大洲は、山が多くてと
てもきれい。みんなと
ても親切です。
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まちのわだい

故郷の夜空を見てみよう
～「星空観測会」～

　「地元再発見」をテーマに地域おこし協力隊企画の
星空観測会が、肱川あらし展望公園で開催され、児童
と保護者約30人が参加しました。
　観測会では、愛媛大学天文学研究会の学生が、天体
望遠鏡などを使って星の説明をしました。
　きれいに見える星空をみんなで眺め、地元の良さを
再認識しました。

9 月１9日㈯

いざという時のために
～河辺老人福祉センター避難訓練～

　河辺老人福祉センターにおいて、 1 階から火災が発
生したという想定で避難訓練を行いました。
　施設利用者など2₅人が参加し、通報訓練や避難誘導
など役割を決めて実施しました。
　参加者からは、万が一に備えて防災意識を高めると
ともに、いざという時に慌てずに行動ができるように
したいとの意見が聞かれました。

ボールでつなぐふれあいの輪
～郵便局長杯レクリエーションバレーボール大会～
　肱川町農業者トレーニングセンターで、肱川郵便局
主催のレクリエーションバレーボール大会が開催さ
れました。
　当日は、13チーム100人が参加し、 2 ブロックに分
かれて予選リーグや順位決定戦が行われました。
　選手たちは、白熱した試合を展開しつつも、終始和
やかな雰囲気で大会を楽しみました。

9 月２7日㈰

9 月１5日㈫

重いおイモだ　よっこらしょ
～上須戒観光いも園　開園式～

　観光事業として 9 周年を迎えた松久保団地の観光
いも園で、今年も開園式が行われました。この日は小
雨が降る天気でしたので、関係者により園内の一部に
ビニールハウスが設置されていました。
　招待された喜多保育所児童1６人は、歓声を上げなが
ら次々と大きなイモを掘り当て、上須戒の秋の風物詩
を楽しんでいました。

9 月１6日㈬
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おおずニュース

３ つの味を　食べ比べ　～日本三大いもたきサミットinおおず～

　 9 月2６日㈯、肱川緑地公園で「日本三大いもたきサミットin
おおず」が開催されました。
　旅行雑誌で、山形県中山町の「芋棒煮」、島根県津和野町の

「芋煮」、大洲市の「いもたき」が「日本三大芋煮」と紹介さ
れたことをきっかけに、昨年の中山町でのサミットに引き続
き、今回で 2 回目の開催となりました。
　ステージでは各市町長がそれぞれ自慢のご当地芋煮をアピ
ールし、その歴史や文化、味の特徴や地域での楽しみ方など
を紹介しました。

　 3 種の芋煮を無料で 1 度に食べ比べできるとあって、午前
10時の整理券配布開始前から会場には長蛇の列ができていま
した。各市町から参加したスタッフが手際よく器に盛り付け、
用意された 3 種の芋煮セット1,₅00食分と元祖大洲のいもたき
₅00食分が、盛況のなか振る舞われました。
　この日は、お笑いコンビ「バンビーノ（石山大

だい

輔
すけ

さん　八
多喜町出身）」の帰郷公演や「愛

え

の葉ガールズ」による音楽ラ
イブも行われたほか、各県の特産品販売や市内業者による飲
食・物販ブースが立ち並び、秋晴れのなか訪れた約8,000人を
楽しませていました。

大
洲
中
央
病
院
が
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

９
月
９
日
㈬
、
大
洲
中
央
病
院
が
平

成
27
年
度
救
急
医
療
功
労
者
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域

の
救
急
医
療
の
確
保
、
救
急
医
療
対
策

の
推
進
に
貢
献
し
た
医
療
機
関
な
ど
の

団
体
や
個
人
の
功
績
を
た
た
え
る
も
の

で
、
大
久
保
啓け

い

二じ

院
長
は
「
開
院
以
来

42
年
間
、
救
急
認
定
病
院
と
し
て
大
洲

喜
多
地
域
の
救
急
・
急
性
期
医
療
を
担

っ
て
き
た
努
力
が
評
価
さ
れ
う
れ
し
く

思
う
。
今
後
も
地
域
医
療
へ
の
さ
ら
な

る
貢
献
を
目
指
し
、
よ
り
一
層
努
力
し

た
い
」
と
喜
び
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

長
浜
大
橋
を
生
か
し
て
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を

　

長
浜
大
橋
の
国
重
要
文
化
財
指
定
を

記
念
し
て
、
９
月
27
日
㈰
、
市
長
浜
ふ

れ
あ
い
会
館
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
と
し
て
、
重
文
指
定
ま
で
の

道
程
や
、
長
浜
大
橋
の
価
値
お
よ
び
保

存
活
用
な
ど
に
つ
い
て
の
基
調
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
長
浜
大
橋
を

核
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
案
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
る

な
か
、
第
二
部
後
半
に
は
清
水
市
長
が

飛
び
入
り
参
加
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。
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おおずニュース

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す　

　

平
成
27
年
度
数
え
年
１
０
０
歳
訪
問

　

今
年
で
数
え
年
１
０
０
歳
を
迎
え
る

市
内
の
長
寿
者
を
顕
彰
し
よ
う
と
、
９

月
25
日
㈮
、
清
水
市
長
と
関
係
者
が
対

象
者
の
自
宅
や
施
設
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

こ
の
顕
彰
は
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
大
正
５
年
生
ま
れ
の
人
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

関
係
者
は
７
人
の
対
象
者
一
人
ひ
と

り
と
懇
談
し
、
記
念
品
の
贈
呈
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
対
象
者
の
ひ
と
り
で
あ

る
、
新
谷
在
住
の
宮
元
マ
サ
子
さ
ん
を

訪
問
し
た
清
水
市
長
は
「
元
気
で
、
し

っ
か
り
話
も
さ
れ
て
、
自
分
た
ち
も
見

習
い
た
い
。
ぜ
ひ
大
洲
市
の
最
高
齢
を

更
新
し
て
く
だ
さ
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

お
か
ゆ
で
は
な
く
白
米
を
し
っ
か
り

食
べ
、
特
に
肉
や
果
物
が
好
き
で
、
嫌

い
な
も
の
が
無
い
こ
と
が
元
気
の
秘
け

つ
だ
と
い
う
宮
元
さ
ん
は
、「
耳
が
少

し
不
自
由
に
な
り
ま
し
た
が
、
自
分
の

こ
と
は
な
る
べ
く
自
分
で
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
今
日
は
こ
の
よ
う
に
お

祝
い
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
大
洲
市
で
は
、
高
齢
者
に
も

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

第27回わらじで歩こう坂本龍
りょう

馬
ま

脱藩の道
　9月2６日㈯、「龍馬を語る夕べ」が昨年に引き続き、
演歌歌手の大林幸

こう

二
じ

さんをゲストに迎え、河辺ふるさ
との宿で開催されました。
　「大林幸二きまぐれ歌謡ショー」と題した第一幕では、

「奔
はし

れ！龍馬」をはじめ歴史を題材にした歌や軽快なト
ークで、会場は大いに盛り上がりました。最後には「奔
れ！龍馬」を参加者全員で歌い、翌日の完全踏破に向
け気持ちを一つにすることができました。
　27日㈰には、「第27回わらじで歩こう坂本龍馬脱藩の
道」が開催され、河辺ふるさと公園で行われた出

しゅっ

立
たつ

式

では、参加者代表の力強い完全踏破宣言が行われまし
た。その後、大洲藩鉄砲隊の出立の祝砲を受けて、龍
馬役を先頭にスタートしました。
　雨が心配される空模様でしたが、スタート時には雨
も上がり、約2₅0人の参加者はＡコース（榎

えのき

ヶ
が

峠
とうげ

～泉
いずみ

ヶ
が

峠
とうげ

）とＢコース（河辺ふるさと公園～泉ヶ峠）の 2 コ
ースに別れ、涼しい風が吹くなか、約1₅0年前に坂本龍
馬が脱藩した河辺の道をそれぞれの思いを込めて歩き、
すがすがしい汗をかきました。
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お し ら せ

 11月 1 日㈰から30日㈪までの期間中、新谷稲荷山公園と白
滝公園で、恒例のもみじまつりを開催します。
　稲荷山公園には、樹齢約200年の楓など約3,000本のもみじ
があり、紅葉の時期には神社境内を中心に朱に染まります。
　また、白滝公園は、滝と紅葉が楽しめる公園で、夜には滝
がライトアップされ、辺りは幻想的な空間となります。
　期間中は、名物もみじ饅

まん

頭
じゅう

の販売をはじめ、各種イベント
を予定していますので、ぜひお越しください。

名　　　　称 新谷もみじまつり 白滝もみじフェスティバル

場　　　　所 稲荷山公園 白滝公園

行　　　　事

▽もみじ観葉会
　11月12日㈭　　　　正午～
▽帝京第五高校　茶道部　野

の

点
だて

　11月1₅日㈰　　午前10時～午後 2 時
▽お楽しみくじ引き大会
　11月22日㈰　　　　午前11時30分～
▽三味線・民謡・大正琴などの発表会
　11月23日㈪　　　　午後12時30分～

▽滝ライトアップ
　11月 1 日㈰～ 30日㈪　午後 ₅ 時～10時
▽滝まつり
　11月1₅日㈰　　　　　 午前 9 時～
▽三瀬賢

けん

太
た

マジックショー　
　11月1₅日㈰　　　　　 午後 1 時～ ４ 時（随時開催）
▽るり姫まつり
　11月23日㈪　 　　　　午前 9 時～

問い合わせ先 大洲市観光協会　☎2４－2６６４ 大洲市観光協会長浜支部　☎₅2－1111

　

11
月
２
日
㈪
・
３
日
㈫
の
２
日
間
、

大
洲
最
大
の
秋
祭
り
で
あ
る
大
洲
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

２
日
は
、
大
名
行
列
や
子
供
み
こ
し

パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今

年
は
大
洲
市
合
併
10
周
年
を
記
念
し
て
、

大
洲
城
前
広
場
を
中
心
に
落
語
や
神
楽
、

雅
楽
の
演
奏
な
ど
の
前
夜
祭
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

３
日
に
、
お
は
な
は
ん
通
り
を
中
心

に
開
催
さ
れ
る
「
お
お
ず
浪
漫
祭
」
で

は
、
ポ
コ
ペ
ン
横
丁
の
開
催
、
お
お
ず
赤

煉れ
ん

瓦が

館
で
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
が
営
業
さ

れ
ま
す
。
油
屋
駐
車
場
で
は
、
大
洲
に

関
す
る
ク
イ
ズ
大
会
や
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
の

発
表
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
肱
川
緑
地

公
園
で
の
「
お
ま
つ
り
村
」
で
は
、
郷

土
芸
能
の
発
表
会
や
滋
賀
県
高
島
市
の

物
産
販
売
な
ど
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

▽
大
洲
ま
つ
り

　

11
月
２
日
㈪
・
３
日
㈫

▽
お
お
ず
浪
漫
祭

　

11
月
３
日
㈫　

午
前
10
時
～

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 

大
洲
ま
つ
り 

　

大
洲
商
工
会
議
所　

☎
㉔
₄
₁
₁
₁

 

お
お
ず
浪
漫
祭 

　

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
☎
㉔
１
７
１
７

　

大
洲
市
合
併
10
周
年
記
念
事
業

　

大
洲
ま
つ
り
・
お
お
ず
浪ろ

漫ま
ん

祭
特
別
割
引
の
お
知
ら
せ

　
　
　
〜
大
洲
城
・
臥
龍
山
荘
〜

　

大
洲
城
と
臥
龍
山
荘
で
は
、
大

洲
ま
つ
り
特
別
企
画
と
し
て
、
割

引
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

【
日　

時
】　

11
月
３
日
㈫

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
札
止
め　

午
後
４
時
30
分

【
観
覧
料
】

▽
大
人　

 

２
５
０
円

　
　
　
　
︵
通
常
５
０
０
円
︶

▽
小
人　

 

１
０
０
円

　
　
　
　
︵
通
常
２
０
０
円
︶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
城
管
理
事
務
所

☎
㉔
１
１
４
６

　もみじまつり
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Information

　

第
３1
回　

肱
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　

肱
川
地
域
恒
例
の
秋
の
イ
ベ
ン
ト

「
肱
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
は
、
市
内

外
か
ら
来
場
さ
れ
た
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
み
な
さ

ん
と
の
交
流
を
図
ろ
う
と
、
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
肱
川
の
自
然
豊
か
な
景
色
や

風
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
地
域
の

魅
力
の
再
発
見
や
地
域
の
振
興
も
目
的

の
ひ
と
つ
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
市
町
村
合
併
10
周
年
を
記

念
し
て
制
作
さ
れ
た
大
洲
市
民
の
歌

「
１
０
０
年
後
僕
ら
は
…
大
洲
よ
り
」

を
歌
う
、
か
と
う
れ
い
子
さ
ん
を
メ
イ

ン
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
肱
川
や
友
好
都
市
北
海
道
え
り

も
町
の
特
産
品
の
販
売
、
各
種
団
体
に

よ
る
出
店
の
ほ
か
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ご
近
所
お
誘
い

あ
わ
せ
の
う
え
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
11
月
15
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
雨
天
決
行

【
場　

所
】

大
洲
市
立
風
の
博
物
館
・
歌
麿
館
横

「
風
の
り
広
場
」

【
問
い
合
わ
せ
先
】

肱
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会

︵
肱
川
支
所
地
域
振
興
課
内
︶

☎
㉞
２
３
１
１
︵
内
線
１
２
４
︶

≪講師プロフィール≫

●中村　和憲
料理研究家・食育アドバイザー
松山市出身
　地元テレビ局の情報番組の料
理コーナーを担当。「台所はみん
なの幸せをつくる場所」をキャ
ッチフレーズに「幸せの種まき」
に努めている。

講師　　中村　和
かず

憲
のり

　先生

【日　時】11月21日㈯
【場　所】大洲市総合福祉センター
 　多目的ホール

【内　容】▽午後 1 時30分～　　食育コンクール表彰式
　　　　　▽午後 2 時～　　　　食育講演

【主　催】大洲市、大洲市食育推進会議、
 　大洲市地産多消推進協議会

【問い合わせ先】大洲市保健センター　☎23－0310

入場無料

開　場　午後１時～
開　演　午後１時30分～

食食食食食食食食食食食 講講演演会会育育育育育育育育育育育
中村　和

かず

憲
のり

「命のバトンをつないでいくこと
　～台所は幸せをつくる場所～」
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お し ら せ

【問い合わせ先】 人権啓発課　☎2４－17４６

【日　時】　１１月 ８ 日 （日） 午前１０時～午後 3時
【会　場】　総合福祉センター

　
「
市
民
の
つ
ど
い
」
の
開
催
に
あ
わ
せ
、
資
源
の
有
効

利
用
と
環
境
汚
染
防
止
を
図
る
た
め
、
小
型
家
電
を
無

料
で
回
収
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
回
収
場
所
】

愛
媛
た
い
き
農
業
協
同
組
合　

本
所
駐
車
場

【
回
収
対
象
品
目
の
例
】

電
話
機
、
携
帯
電
話
端
末
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
、
デ
ジ
タ
ル
オ
ー
デ
ィ
オ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
電

子
レ
ン
ジ
、
扇
風
機
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、

電
気
ア
イ
ロ
ン
、電
子
時
計
、電
気
掃
除
機
、電
子
楽
器
、

ゲ
ー
ム
機
そ
の
他
の
電
子
玩
具
、
こ
れ
ら
の
Ａ
Ｃ
ア
ダ

プ
タ
、
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
付
属
品

【
回
収
で
き
な
い
も
の
】

▽
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
製
品

　

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、

　

衣
類
乾
燥
機

▽
事
業
用
の
も
の

　

事
業
用
で
使
用
さ
れ
た
小
型
家
電

【
個
人
情
報
に
つ
い
て
】

　

携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
個
人
情
報
を
含
む
小
型

家
電
は
、
必
ず
個
人
情
報
を
消
去
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
生
活
課
生
活
衛
生
係　

☎
㉔
１
７
１
０

　大洲市合併10周年記念事業
　福祉と健康づくり「市民のつどい」を開催します

☆健康チェックコーナー
　 骨密度測定、血管年齢、 次世

代多目的コホート研究アンケ
ート調査、薬膳料理、運動、
健康相談会　など 

☆人権啓発コーナー
　人権パネル展、まもる犬作りなど
☆生活環境コーナー
　使用済み小型家電回収
☆フリーマーケット
　家庭の不用品などを販売

☆展示・即売コーナー
　 手作り作品・食品などを販売
☆作ってあそぼうコーナー
　 アンパンマンやフリスビー作り
☆ふれあいタイム
　 うすっぺらーず野外ライブ

アグネス・チャン　先生

記 念 講 演 会 講　演　　午後 １ 時～ ２ 時30分（ 4 階多目的ホール）
講　師　　アグネス・チャン 先生（歌手・エッセイスト・教育学博士）

演　題　　「みんな地球に生きるひと」

（プロフィール）
　香港生まれ。
　1972年「ひなげしの花」で日本デビュー。アグネス・チャンブームを起こ
す。8₅年北京首都体育館チャリティコンサートの後、エチオピアの飢餓地帯
を取材。その後、芸能活動のみでなくボランティア活動、文化活動にも積極
的に参加する。98年、日本ユニセフ協会大使に就任。
　現在は、芸能活動ばかりでなくエッセイスト、大学客員教授、日本ユニセ
フ協会大使、㈶日本対がん協会「ほほえみ大使」など知性派タレント、文化
人として世界を舞台に幅広く活躍している。

　

小
型
家
電
を
無
料
で
回
収
し
ま
す

催
し
物
一
覧
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Information

　サイクリングを楽しもう

　
 

大
洲
市
合
併
10
周
年
記
念
事
業

　

第
60
回
大
洲
市
民
音
楽
祭

　

第
35
回
市
民
文
化
祭

　

第
60
回
を
迎
え
る
大
洲
市
民
音
楽
祭

を
、
合
併
10
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
60
回
の
節
目
の
年
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
で
年
間
１
０
０
回
を
超
え
る

公
演
を
行
っ
て
い
る「
Ｔ
．Ｊ
．Ｐ
．Ｐ
．

Ａ
．
Ｌ
︵
テ
ィ
ー
・
ジ
ェ
イ
・
パ
ル
︶」、

世
界
各
地
で
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
る

尺
八
奏
者
「
橋
本
岳が
く

人じ
ん

山ざ
ん

」
さ
ん
を
お

招
き
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

橋
本
岳
人
山
さ
ん
と
地
元
出
演
団
体

の
共
演
も
あ
り
、
入
場
無
料
で
す
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

 

大
洲
文
化
展 

　

大
洲
市
文
化
協
会
大
洲
支
部
に
所
属

す
る
芸
能
・
郷
土
芸
能
・
美
術
工
芸
・
文

芸
な
ど
の
各
団
体
が
、
大
洲
ま
つ
り
に
あ

わ
せ
て
開
催
す
る
文
化
の
祭
典
で
す
。

　

会
員
の
み
な
さ
ん
が
意
欲
的
に
制
作

さ
れ
た
多
く
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
期　

間
】
11
月
１
日
㈰
～
３
日
㈫

※ 

お
茶
会
は
最
終
日︵
午
後
３
時
ま
で
︶

の
み

【
時　

間
】
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
、
午
後
４
時
ま
で

【
開
催
日
】

︵
洋
楽
︶
11
月
１
日
㈰

︵
邦
楽
︶
11
月
８
日
㈰

【
時　

間
】

開　

場　

午
後
１
時

開　

演　

午
後
１
時
30
分
～

※ 

両
日
と
も
開
場
・
開
演
時
間
は
同
じ

で
す
。

【
場　

所
】
大
洲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
ゲ
ス
ト
】

︵
洋
楽
︶
Ｔ
．
Ｊ
．
Ｐ
．
Ｐ
．
Ａ
．
Ｌ

︵
邦
楽
︶
橋
本
岳
人
山

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
音
楽
協
会

☎
㉔
１
３
５
５
︵
田
原
︶

【
場　

所
】
肱
南
公
民
館

【
入
場
料
】
無　

料

 

芸
能
祭 

【
開
催
日
】
11
月
７
日
㈯

【
時　

間
】
午
後
１
時
～

【
場　

所
】
大
洲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
無　

料

※
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
文
化
協
会
大
洲
支
部

☎
�
９
９
９
３

 「愛媛サイクリングの日」が制定されました 
　愛媛県は、自転車新文化の拡大に向けて「愛媛
サイクリングの日」を制定しました。今年度は11
月1₅日㈰です。
　大洲市では、この日に「まちの駅あさもや」か

「道の駅清流の里ひじかわ」に自転車でお越しいた
だいた人に、いもたきを振る舞います。 
　ぜひ自転車に乗ってお出掛けください。

【日　時】
11月1₅日㈰　午前10時～午後 2 時

【場　所】
▽まちの駅あさもや
▽道の駅清流の里ひじかわ

【内　容】
　自転車でお越しいただい
た人に、いもたきでおもて
なしをします。
※なくなり次第終了

 ツール・ド・ひじかわ～あらし編～ 
　昨年実施したサイクリングイベントの第 2 弾と
して「ツール・ド・ひじかわ～あらし編～」を、
11月29日㈰に開催します。
　まちの駅あさもやから長浜
に向け、上級・中級の 2 コ
ースに分かれて出発します。
　コース沿線のみなさんの
ご声援をお願いします。

【開催日】11月29日㈰
【コース】
▽上級コース（97㎞：午前 8 時30分出発）
　 あさもや（スタート）→大和橋→出石寺（郷の峠）

→平野→フラワーパーク→北只→蔵川→冨士山
→あさもや（ゴール）

▽中級グルメコース（₅1㎞：午前 9 時出発）
　 あさもや（スタート）→櫛生小学校→長浜町内

→あさもや（ゴール）
【問い合わせ先】観光まちづくり課　☎2４－1717

広報大洲 11月号17



お し ら せ

　肱川あらしフォトコンテスト作品募集

　

成
人
式
の
ご
案
内

　

大
洲
市
で
は
、
成
人
を
迎
え
る
み
な

さ
ん
の
輝
か
し
い
未
来
を
祝
福
す
る
た

め
、
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
新
成
人
の
み
な
さ
ん

は
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】

平
成
28
年
１
月
10
日
㈰

▽
受
付　

午
後
０
時
30
分
～

▽
開
会　

午
後
１
時
～

【
場　

所
】

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
対
象
者
】

平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
か
つ
、

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
人

▽
大
洲
市
に
住
民
票
が
あ
る
人

▽ 

進
学
・
就
職
で
大
洲
市
外
に
転
出
し

て
い
る
人
の
う
ち
、
大
洲
市
内
に
家

族
が
住
ん
で
い
る
人

※ 

参
加
対
象
者
に
は
、
案
内
状
を
送
付

し
ま
す
。

※ 

市
外
転
出
者
に
つ
い
て
は
、
大
洲
市

内
の
家
族
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

生
涯
学
習
課　

☎
㉔
１
７
３
５

　今年も、「肱川あらし」をテーマとしたフォトコン
テストを開催しますので、ぜひご応募ください。

【応募期間】11月 1 日㈰～平成28年 1 月31日㈰
【規　格】
▽カラープリント四つ切り（ワイド四つ切り可）
▽ デジタル・カラーフィルムいずれの応募も可。画

像の修正は不可。
【　賞　】（入賞は、 1 人 1 賞）
推　薦　 1 人　賞状と賞金 2 万円
特　選　 2 人　賞状と賞金 1 万円
準特選　 3 人　賞状と賞金 3 千円
佳　作　 ₅ 人　賞状と特産品

【発　表】平成28年 2 月下旬愛媛新聞紙上を予定
（入賞者には、直接通知します）
【応募上の注意】
▽ 応募作品は、 1 人 3 点までとし、今シーズン中に

撮影した未発表のもの
▽ 応募作品に人物が写っている作品は、本人（被写

体）の承諾を得たうえで応募
▽ 応募作品は、応募者本人が撮影したもの（他人の

名前を使用した場合は失格）

▽ 応募票に必要事項（題名・氏名・住所・電話番号・
撮影年月日）を明記のうえ、作品裏面に貼付

▽応募作品の版権は、主催者側に帰属
▽ 入賞者は、所定の日までにネガまたは電子データ

を提出
▽応募作品の返却不可

【応募・問い合わせ先】
〒799－3４01　大洲市長浜甲４80番地の 3
肱川あらし実行委員会(長浜支所内）
☎₅2－1198

H26【推薦】長浜の朝
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Information

　マイナンバー制度導入による国税手続の変更などについて
税務関係書類への番号記載について
　マイナンバー制度導入に伴い、国税分野では、税務署へ提出する申告書・法定調書などにも
個人番号または法人番号の記載が必要となります。

国税に関する社会保障・税番号制度（法人番号を含む）の最新情報
http://www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htm

法人番号の指定・通知および公表について
　本年10月より、各法人には法人番号が通知されて
います。法人番号は、株式会社などの法人などに指
定される13桁の番号で、個人番号と異なり、原則として
インターネットで公表され、誰でも自由に利用できます。
　指定されるのは、株式会社などの設立登記法人や国
の機関、地方公共団体のほか、それ以外の法人または人
格のない社団などであって、法人税・消費税の申告納税
義務または給与などに係る所得税の源泉徴収義務を有
する団体です。

　なお、法人番号を指定されない場合でも、一定の要件
に該当するものは、国税庁長官に届け出ることにより指
定を受けることができます。また、1 法人に対して 1 番
号のみ指定されますので、法人の支店や事業所などは指
定されません。（個人事業者も指定されません）
　公表される情報は、法人番号の指定を受けた団体の「名
称」「所在地」「法人番号」の 3 情報です。なお、法人
番号公表サイトは、10月から開設されています。

　

大
洲
税
務
署
で
は
、
次
の
日
程
で
年

末
調
整
の
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

説
明
会
に
は
、
郵
送
さ
れ
た
年
末
調

整
・
法
定
調
書
関
係
資
料
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

大
洲
会
場

【
日　

時
】
11
月
17
日
㈫

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
場　

所
】

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　

平
成
27
年
分
年
末
調
整
説
明
会
の
お
知
ら
せ

内
子
会
場

【
日　

時
】
11
月
19
日
㈭

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
場　

所
】

五
十
崎
自
治
セ
ン
タ
ー
１
階

共
生
館
ホ
ー
ル

※ 

各
会
場
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
、
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
車
で
の
来

場
は
な
る
べ
く
控
え
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
税
務
署　

☎
㉔
３
１
１
５

　

取
り
壊
し
家
屋
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か

～
家
屋
の
新
・
増
築
お
よ
び
取
り
壊
し
に
つ
い
て
～

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

・ 

登
記
家
屋
で
、
法
務
局
へ
の
「
滅

失
登
記
」
を
し
て
い
な
い
場
合

　

・ 

未
登
記
家
屋
で
、
大
洲
市
へ
「
家

屋
異
動
届
」
を
提
出
し
て
い
な

い
場
合

▽ 

新
築
さ
れ
た
家
屋
で
未
調
査
の
場
合

は
、
建
築
年
か
ら
の
課
税
と
な
り
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課
固
定
資
産
税
係

☎
㉔
１
７
１
１

　

今
年
１
月
２
日
以
降
に
新
築
・
増
改

築
ま
た
は
取
り
壊
さ
れ
た
家
屋︵
倉
庫
・

車
庫
も
含
む
︶
に
つ
い
て
、
確
認
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
に
お
け
る
固
定
資
産
税
は
、

平
成
28
年
１
月
１
日
を
基
準
に
課
税
さ

れ
ま
す
の
で
、
該
当
家
屋
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
早
め
に
担
当
課
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
注　

意
】

▽ 

家
屋
を
取
り
壊
し
た
後
、
次
に
該
当

す
る
場
合
は
、
引
き
続
い
て
課
税
さ

記載対象 一般的な場合
所 得 税 平成28年 1 月 1 日の属する年分以降の

申告書から
（平成28年分の場合）
平成29年 2 月1６日から 3 月1₅日まで

法 人 税 平成28年 1 月 1 日以降に開始する事業
年度に係る申告書から

（平成28年12月末決算の場合）
平成29年 2 月28日まで 

法 定 調 書 平成28年 1 月 1 日以降の金銭などの支
払いなどに係る法定調書から

（例）平成28年分給与所得の源泉徴収票、平成28年分特
定口座年間取引報告書→平成29年 1 月31日まで 

申請書・届出書 平成28年 1 月 1 日以降に提出すべき申
請書などから 各税法に規定する、提出すべき期限 

【問い合わせ先】
大洲税務署　☎2４－311₅
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お し ら せ
　

�

大
洲
幼
稚
園
で
３
歳
児

保
育
が
始
ま
り
ま
す

　

平
成
28
年
度
市
立
幼
稚
園
児
募
集
を

次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。
入
園
希
望
者

が
募
集
人
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選

に
よ
り
入
園
を
決
定
し
ま
す
。

【
入
園
資
格
】

　

市
内
に
居
住
す
る
幼
児

▽
３
歳
児
︵
大
洲
幼
稚
園
で
実
施
︶

︵ 

平
成
24
年
４
月
２
日
～
平
成
25
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児
︶

※
市
内
全
域
か
ら
募
集

▽
４
歳
児

︵ 

平
成
23
年
４
月
２
日
～
平
成
24
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児
︶

▽
５
歳
児

︵ 

平
成
22
年
４
月
２
日
～
平
成
23
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児
︶

※
保
育
年
限
は
、
３
年
か
ら
１
年

【
入
園
手
続
】

　

入
園
申
込
書
を
12
月
15
日
㈫
か
ら
25

日
㈮
ま
で
に
「
入
園
希
望
の
幼
稚
園
」

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
込
書
は
、
12
月
１
日
㈫
か
ら
各
幼

稚
園
で
配
布
さ
れ
ま
す
。

【
保
育
料
】

　

保
育
料
は
、
各
家
庭
の
課
税
状
況
な

ど
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

※
参
考　

平
成
27
年
度　

園
児
１
人

　

月
額
︵
上
限
︶　

５
５
０
０
円

【
そ
の
他
】

　

幼
稚
園
を
利
用
す
る
場
合
は
、
子
ど

　後期高齢者の歯科口
こ う

腔
く う

健診が始まりました
　愛媛県後期高齢者医療広域連合では、無料で歯科
口腔健診を実施しています。
　いくつになっても歯の健康は、非常に重要です。
おいしい食事・楽しい会話・いつまでもはつらつと
過ごすためには、口の中の健康も無視できない大切
な要素です。
　この機会に、ぜひ歯科口腔健診を受診してください。

【受診対象者】
愛媛県後期高齢者医療の被保険者
※ 病院または診療所に ６ カ月以上継続して入院して

いる人、障害者支援施設や養護老人ホーム、特別
養護老人ホーム、介護保険施設へ入所・入居して
いる人は、対象外です。

【受診方法】
　受診希望者は、愛媛県後期高齢者医療広域連合に
電話などで直接お申し込みください。クーポン券、
受診票などを郵送します。

　クーポン券などを受領後、登録医療機関にお申し
込みください。

【実施期間】
平成28年 2 月29日㈪まで
※今年度分

【実施場所】
県内登録医療機関
※ クーポン券などを郵送する時に一覧表を同封します。

【受診回数】
年度内 1 回限り

【料　　金】　無料

【申し込み、問い合わせ先】
愛媛県後期高齢者医療広域連合
事業課医療給付係
☎089（911）7733
℻089（911）773₅
E-mail：info@ehime-kouiki.jp

も
・
子
育
て
支
援
法
に
よ
る
支
給
認
定

の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
幼

稚
園
を
通
じ
て
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

各
市
立
幼
稚
園　

教
育
総
務
課　

☎
㉔
１
７
３
３

幼稚園名
（市立）

問い合わせ先 募集人員（人）
保育時間所　在　地 電話番号 3 歳児 ４ 歳児 ₅ 歳児

※ 1 計

大　洲 大洲71₅番地 2４－3₅６₅ 30 3₅ 3₅ 100

午前 8 時
～

午後 2 時

喜　多 東大洲8₅番地 1 2４－22６６ － 70 70 1４0
久　米 阿蔵甲₅79番地 1 23－279６ － 3₅ 3₅ 70
平　野 平野町平地28番地 23－2889 － 3₅ 3₅ 70
肱　川

※ 2 肱川町山鳥坂₅27番地 2 3４－27６1 － 3₅ 3₅ 70

河　辺 河辺町植松６7４番地 39－2808 3₅ 3₅ 70
午前 8 時

～
午後 3 時

※ 1   ₅ 歳児の募集人員は、現在の園児数を含んだ人数です。
※ 2 　耐震補強工事のため、旧正山小学校に 1 学期間だけ移動する予定です。
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Information

　健全化判断比率および資金不足比率について（平成26年度）
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づき、平成2６年度決算による比率などを公表しま
す。下表のとおり、大洲市の指標はいずれも国が定める基準値を下回り、前年度よりも改善しました。
　しかしながら、当市の実質公債費比率は、県内他市町（平均10.0％）と比較すると高い水準ですので、引
き続き財政の健全化に努めます。

健全化判断比率 （単位：％）

資金不足比率 （単位：％）

【用語の解説】
　（実質赤字比率）
　　　一般会計等の赤字が、どの程度あるかを示す指標

　（連結実質赤字比率）
　　　全会計の決算額を合算し、赤字がどの程度あるかを示す指標

　（実質公債費比率)
　　 　一般会計等だけでなく、繰出金のうち公営企業債の償還に充てた額を含めた一般会計等の実

質的な借入金の返済額が、どの程度あるかを示す指標

　（将来負担比率）
　　 　一般会計等が将来負担する見込額（地方債残高、公営企業債のうち一般会計等負担額、職員

退職手当予定額など）がどの程度あるかを示す指標

　（資金不足比率）
　　 　各公営企業の資金不足額が、それぞれの事業の規模に対してどのくらいの割合になるかを示

す指標

指　　標 2６年度数値① 早期健全化基準 財政再生基準 前年度の
数値②

比　較
①－②

実 質 赤 字 比 率 － 12．73 20．0 － －

連結実質赤字比率 － 17．73 30．0 － －

実 質 公 債 費 比 率 11．7 2₅．0 3₅．0 13．₅ ▲ 1．8

将 来 負 担 比 率 ４４．0 3₅0．0 ₅7．1 ▲ 13．1

※実質赤字額、連結実質赤字額がない場合は、「－」と表示します。

会　計　名 数値 経営健全化基準 会　計　名 数値 経営健全化基準

簡易水道事業特別会計 －

各会計
20.0

温泉事業特別会計 －

各会計
20.0

港湾施設事業特別会計 － 水道事業会計 －

土地区画整理事業特別会計 － 工業用水道事業会計 －

農業集落排水事業特別会計 － 病院事業会計 －

公共下水道事業特別会計 －

※資金不足額がない場合は、「－」と表示します。
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お し ら せ
　

�（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー  

宝
く
じ
助
成
事
業

地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
先
】

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
係

☎
㉔
１
７
１
７

　

地
域
活
動
を
実
践
す
る
団
体
が
、
平

成
27
年
度
宝
く
じ
助
成
に
よ
り
事
業
を

行
い
ま
し
た
。

 

南
久
米
自
治
会 

【
祭
り
用
具
整
備
】

　

南
久
米
自
治
会
で
は
、
年
間
を
通
し

て
地
域
住
民
参
加
の
地
区
行
事
︵
歓
送

迎
会
、
敬
老
会
、
い
も
た
き
、
盆
踊
り

大
会
な
ど
︶
や
体
育
行
事
︵
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
、
レ
ク
バ
レ
ー
大
会
、
地
区

運
動
会
な
ど
︶
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
毎
年
８
月
14
日
に
開
催
し

て
い
る
「
南
久
米
地
区
盆
踊
り
大
会
」

に
使
用
し
て
き
た
「
や
ぐ
ら
」
が
老
朽

化
に
よ
り
腐
食
し
て
い
た
た
め
、
ア
ル

ミ
や
ぐ
ら
、
紅
白
幕
、
ち
ょ
う
ち
ん
を

新
調
し
ま
し
た
。

　12月17日㈭から23日㈬までのえひめ防災週間
に併せて、愛媛県下で一斉に県民総ぐるみ地震
防災訓練が実施されます。

【日　時】12月17日㈭　午前11時～
【対　象】訓練参加を希望する自主防災組織・企
業などの団体

【内　容】職場や家庭などその場で安全確保行動
を約 1 分間行います。その後、希望により各団
体で避難訓練などの「プラス 1 訓練」を行います。
※ 防災行政無線などによる訓練開始の合図はあ

りません。
【申し込み方法】
　訓練に参加を希望される企業・団体などは、
愛媛県ホームページ（http://www.pref.ehime.jp）
シェイクアウトえひめのページをご参照ください。
※ 市内の自主防災組織は、下記までお問い合わ

せください。
【問い合わせ先】危機管理課 ☎2４－17４2

　�「シェイクアウトえひめ」のご案内
　～県民総ぐるみ地震防災訓練～

宝
く
じ
助
成
事
業
と
は

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な

備
品
の
整
備
、
安
全
な
地
域
づ
く

り
と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域

文
化
へ
の
支
援
や
地
域
の
国
際
化

の
推
進
お
よ
び
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
な
ど
に
対
し
て
助
成
を
行

い
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と

住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た

め
の
事
業
で
す
。

　

財
源
に
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広

報
事
業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る
宝

く
じ
受
託
事
業
収
入
が
充
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　人・農地プランとは、地域農業を守っていく
ため、地域での話し合いを通じて作成されるも
ので、現在、市内を18の地区に分けてプランを
作成しています。
　地域が抱える高齢化や後継者不足、耕作放棄
地の増加など「人と農地の問題」を解決するた
めの将来に向けた設計図となるものです。
　また、人・農地プランに位置づけられることで、
新規就農や農地集積などの支援を受けることが
できます。

【開催地域】市内全地域 ︵18地区︶
【開催時期】12月上旬まで（予定）
【開催場所】各公民館・連絡所、自治センター　
【参加対象者】農業者・農業委員・農業関係団体・
新規就農者など、どなたでも参加可能です。
※ 開催日、開催場所などの詳細については、市

公式ホームページに掲載いたします。
【問い合わせ先】
農林水産課農業振興係　☎2４－1727

　人・農地プラン集落座談会を開催
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Information

　11月 9 日㈪から1₅日㈰までの 1 週間、全国一
斉に秋季火災予防運動が実施されます。
　昨年の大洲市内の火災件数は18件となってい
て、そのうち、秋と冬に ６ 割の火災が発生して
います。
　これからの季節は、空気が乾燥し、火災が発
生しやすい気象条件となります。また、寒さが
増すにつれ、暖房器具などを取り扱う機会も増
えるので注意が必要です。
　火災の発生を無くすために、火の用心を心掛
けましょう。

【問い合わせ先】
大洲消防署本署　☎2４－0119
長浜支署　　　　☎₅2－0119
川上支署　　　　☎3４－28₅1

　�秋季全国火災予防運動
　「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」 　新大橋拡幅工事のお知らせ

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
民
の
み
な
さ
ま
の
利
便
性
お
よ
び

地
域
の
魅
力
向
上
の
た
め
、
平
成
22
年

度
か
ら
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

次
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
場　

所
】

た
い
き
産
直
市
「
愛
た
い
菜
」
施
設
内

︵
大
洲
市
東
大
洲
１
７
０
２
番
地
１
︶

【
営
業
時
間
】

午
前
９
時
45
分
～
午
後
６
時
30
分

【
休
業
日
】

木
曜
日
、
年
末
年
始

【
取
り
扱
い
業
務
内
容
】

▽
住
民
票
の
写
し
の
交
付

▽
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

▽
税
証
明
の
交
付

・
住
民
税
…
課
税
、
所
得
証
明

・ 

固
定
資
産
税
…
名
寄
帳
、公
課
証
明
、

評
価
証
明

・ 

軽
自
動
車
税
…
車
検
用
納
税
証
明
、

標
識
交
付
証
明
書
お
よ
び
廃
車
証
明

の
再
交
付
の
み

・ 

国
民
健
康
保
険
税
…
申
告
用
納
付
確

認
書

・
そ
の
他
…
納
税
証
明　

▽
市
内
の
観
光
案
内

※ 

各
種
異
動
︵
転
出
・
転
入
・
転
居
な

ど
︶、
印
鑑
登
録
・
廃
止
、
戸
籍
関

係
の
届
出
・
交
付
、
公
金
︵
各
種
納

税
や
水
道
料
金
の
支
払
い
な
ど
︶
業

務
は
、
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
７
０
０
１

市
民
生
活
課

☎
㉔
１
７
１
０

　一般県道柳沢新谷停車場線「新大橋」において、
次のとおり橋の拡幅工事を実施します。
　工事期間中は、大変ご迷惑をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

【工事箇所】　大洲市新谷
【期　　間】　11月上旬～平成28年 3 月末（予定）
【工事内容】　橋脚の拡幅
【通行止め時間】午前 9 時～午後 ４ 時
（作業内容により変更することがあります）
※土・日曜日は除きます。側道橋は、通行可能です。

【今後の工事予定】
　平成28年11月～　橋（通行部分）の拡幅
　平成29年 ６ 月　　完成予定

【問い合わせ先】
愛媛県南予地方局
大洲土木事務所道路課
☎2４－₅121

新谷小

新谷公園 新谷中

帝京第五高

国道56号
←宇和島

←矢落川

ローソン 松山→

新
大
橋
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お し ら せ
　

厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月
を
「
労
働

保
険
適
用
促
進
強
化
月
間
」
と
定
め
、

労
働
保
険
の
加
入
促
進
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

社
員
、
従
業
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、

す
ぐ
に
労
働
保
険
︵
労
災
・
雇
用
︶
の

加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
９
︵
９
３
５
︶
５
２
０
２

八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
８
９
４
︵
２
２
︶
１
７
５
０

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
洲

☎
㉔
３
１
９
１

　

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
野
外
で
焼
却

す
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ご
み
の
焼
却
に
よ
る
悪
臭
や
煙
は
、

近
隣
の
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
だ
け
で
な

く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
や
火
災
の

危
険
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
の
焼
却
は
行
わ
ず
、
決
め

ら
れ
た
収
集
日
に
分
別
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の
や

む
を
得
な
い
焼
却
な
ど
は
、
法
律
で
例

外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

場
合
で
も
、
焼
却
量
や
時
間
帯
、
風
向

き
な
ど
を
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
生
活
課
環
境
保
全
係

☎
㉔
１
７
１
０

▽ 

松
山
Ｉ
Ｃ
～
大
洲
Ｉ
Ｃ
間︵
10
夜
間
︶

【
規
制
日
時
】

11
月
９
日
㈪
夜
～
14
日
㈯
朝
・

16
日
㈪
夜
～
21
日
㈯
朝

各
日
午
後
８
時
～
翌
朝
６
時

【
迂う

回か
い

路
】

国
道
56
号
お
よ
び

県
道
23
号
伊
予
川
内
線

【
問
い
合
わ
せ
先
】

西
日
本
高
速
道
路
㈱
四
国
支
社

愛
媛
高
速
道
路
事
務
所

☎
０
８
９
︵
９
０
５
︶
０
１
８
１

　
「
え
ひ
め
男
女
共
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
５
」
が
、
12
月
5
日
㈯
と
6

日
㈰
に
開
催
さ
れ
ま
す
。展
示
や
販
売
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
ほ
か
「
防
災
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
予

定
で
す
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
基
調
講
演

︵
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
ト
ー
ク
︶

【
日　

時
】
12
月
５
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
講　

師
】
天
童　

荒あ
ら

太た

さ
ん
︵
作
家
︶

【
演　

題
】

共
に
生
き
る

～
支
え
、支
え
ら
れ
る
社
会
に
向
け
て
～

【
申
し
込
み
方
法
】

　

往
復
は
が
き
︵
１
人
に
つ
き
１
枚
︶

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 

11
月
４
日
㈬
か
ら
募
集
開
始
の
予
定

で
、
定
員
３
０
０
人
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。
詳
細
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
１
・
８
０
１
４

松
山
市
山
越
町
４
５
０
番
地

公
益
財
団
法
人
え
ひ
め
女
性
財
団

☎
０
８
９
︵
９
２
７
︶
５
１
１
１

℻
０
８
９
︵
９
２
６
︶
１
６
６
１

http://w
w
w
.ehim

e-joseizaidan.
com
/

　

�

松
山
自
動
車
道
の
夜
間
通

行
止
め
に
つ
い
て

　
�

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促

進
強
化
月
間
で
す

　

�

え
ひ
め
男
女
共
同
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５
開
催

無料法律相談　※要電話予約
時　11月19日㈭
　　午後 ２ 時～ ４ 時30分
場　大洲商工会館
問　大洲商工会議所　☎24－4111
市民法律相談　※要電話予約
時　11月28日㈯
　　午前10時～午後 ４ 時
場　大洲市民会館
問　市役所総務課行政係
　　☎24－1724
年金出張相談　※要電話予約
大洲地域
時　11月 ４ 日㈬ ･ 12日㈭ ･ 2₅日㈬
　　午前10時～午後 3 時30分
場　大洲市総合福祉センター
長浜地域
時　11月11日㈬
　　午前10時～午後 3 時30分
場　長浜町商工会
問　松山西年金事務所
　　☎089 ︵92₅︶ ₅10₅
人権相談
大洲地域
時　11月19日㈭　午前10時～正午
場　人権啓発課（別館 3 階）
時　11月1６日㈪　午前10時～正午
場　菅田公民館
長浜地域
時　11月20日㈮　午後 1 時～ 3 時
場　長浜体育館
河辺地域
時　11月10日㈫　午前10時～正午
場　河辺公民館
問　急ぐ時は法務局大洲支局
　　☎0₅70（003）110
　　市役所人権啓発課
　　☎2４－17４６
行政相談（総務省）
大洲地域
時　11月20日㈮　午前 9 時～正午
場　市役所 3 階第 2 会議室
問　市役所総務課行政係
　　☎2４－172４
長浜地域
時　11月27日㈮　午後 1 時～ ４ 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　長浜支所　☎₅2－1111
肱川地域
時　11月 ₅ 日㈭
　　午後 1 時30分～ ４ 時30分
場　肱川公民館 2 階青年室
問　肱川支所　☎3４－2320
河辺地域
時　11月10日㈫　午前10時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎39－2112
不動産無料相談
時　11月1６日㈪
　　午前10時～午後 ４ 時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱
　　☎2₅－17４7

　

�

野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
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大洲市立図書館	 　☎ 59ー4111
長浜分館	 　☎ 52ー1121
肱川分館	 　☎ 34ー2319
河辺分館　	 　☎ 39ー2111

図書館
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

■＝11月の休館日
〈開館時間　午前 ９ 時30分～午後 ６ 時〉
※29日は館内図書整理日のため休館します。

《子どもとともに　本をひらこう　未来のページ》
（大洲市子ども読書活動推進計画キャッチフレーズ）

※�このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架
しています）　図書館のホームページで図書の検索
ができます。
　（http://library.city.ozu.ehime.jp/）

（本文紹介TRCマークより）

オススメ新着図書

　中国大陸で日本が戦火を交え
始めていた昭和13年の横濱に、
すごい男がいた―。富岡製糸場
のオーナーで、国内有数の大富
豪である原三渓。彼の出資を得
たい青年実業家の瀬田は、彼に
ついて調べ始めるが…。

　野菜だけでなく、肉や魚、豆や
豆腐など、いろいろな食材を食べ
やすいサイズに切って、ドレッシ
ングであえてでき上がり! 身近な
食材を使ってできる、チョップド
サラダのレシピを紹介します。

　森の中に小さなおばけがい
ました。お月見の夜、泣いて
いる小さなうさぎちゃんをな
ぐさめようと、親切なおばけ
ちゃんはおだんごにばけます
が…。心やさしいおばけちゃ
んのおはなし。

横濱王
永井 紗耶子著　出版：小学館

主菜サラダ
市瀬 悦子著　出版：家の光協会

おつきみおばけ（絵本）　　
せな けいこ作・絵　出版：ポプラ社

11月展示

うちどくチャレンジ展

一般：『お酒を、より美味しく！より楽しく！』
　11月の第 3木曜日は、ボジョレー・ヌーヴォーの解禁日
です。今から心待ちにしている人も、少なくないのではな
いでしょうか。ワインに限らず、お酒の楽しみ方は人それ
ぞれ。ひとり静かに楽しむのもよし、大勢でにぎやかに楽
しむのもよし。また、相性の良い料理も、お酒を楽しむう
えで最高のスパイスになります。
　今月は、お酒について書かれている本や、相性の良い
料理についての本などの展示と貸し出しを行います。

児童：�『おしごと大集合！』
　おもちゃ屋の店員さんやバスの運転手さん…。みなさ
んの周りでは、たくさんの人がいろいろな場所ではたら
いています。人間だけでなく、盲導犬といった動物たち
もはたらいています。
　そこで、図書館では、おしごとをしている人や動物、
はたらく車が登場する本の展示と貸し出しを行います。

【2015読書週間ポスター】

　自宅で家族と、図書館で一人、晴れ
の日、雨の日、いつだって。
　本の世界に引き込まれていたなんて
経験はありませんか。
　どんな場所でも、どんな天気でも、
本を開いた瞬間から、読書日和は始ま
っています。
　10月27日㈫から11月 9 日㈪までは、
第６9回秋の読書週間です。
　まずは一冊手に取って、今日を読書
日和にしてみませんか。

　「うちどく(家読)」とは、家族で読書をすること。読書を
通して家族のコミュニケーションを図ろうという試みです。
　「大洲市子ども読書活動推進計画」の一環として、市内
の保育園生・幼稚園生・小中学生から募集した「夏休みう
ちどくチャレンジ！」の入賞・入選作品と、“わがやのおす
すめランキング” に選ばれた 1 ～ 3 冊の図書を合わせて展
示します。
　本を通して深まった家族の絆を感じられる作品ばかりです。
　「うちどく」を始めているご家族も、そうでないご家族も、
ぜひお立ち寄りください。

【展示期間】11月 1 日㈰～ 1₅日㈰
【展示場所】大洲市立図書館　 1 階

“いつだって、読書日和”
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保健センター
大洲市保健センター☎₂₃ー₀₃₁₀（大洲地域）
長浜保健センター　☎₅₂ー₃₀₅₅（長浜地域）
肱川保健センター　☎₃₄ー₂₃₄₀（肱川地域）
河辺保健センター　☎₃₉ー₂₁₁₃（河辺地域）

小 児 在 宅 当 番 医
1 日㈰ 守 口 小 児 科 ※ ︵八幡浜市︶ ☎0₈₉₄︵₂₄︶₇₇₇0
3 日㈫ 大洲ななほしクリニック ︵ 東 若 宮 ︶ ☎0₈₉3︵₂₅︶₇₇10
₈ 日㈰ 山 下 小 児 科 ︵ 西 予 市 ︶ ☎0₈₉₄︵₆₂︶₆₈01
1₅日㈰ ご と う 小 児 科 ︵ 東 大 洲 ︶ ☎0₈₉3︵₂3︶0₅10
₂₂日㈰ 八幡浜急患センター※ ︵八幡浜市︶ ☎0₈₉₄︵₂₄︶11₉₉
₂3日㈪ ごうお小児科医院 ︵ 西 大 洲 ︶ ☎0₈₉3︵₂₄︶3₉3₆
₂₉日㈰ みかんこどもクリニック※ ︵八幡浜市︶ ☎0₈₉₄︵₂0︶₈₈00

（診療時間：午前 9 時～午後 ₅ 時　※は午後 ６ 時まで。小児在宅当番医での外科
治療は対応困難のため、ケガの場合は、当日の救急病院をご利用ください）

11月の各種検診（健診） 

実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
10日㈫

午後 0 時４₅分～
1 時30分

大洲市
保健センター

４ か月児健診　　　（27年 ６ 月生） 母子手帳・アンケート・
バスタオル11日㈬ 10か月児育児相談（27年 1 月生）

17日㈫ 1 歳 ６ か月児健診（2６年 ４ 月生） 母子手帳・アンケート・
歯ブラシ・タオル類2₅日㈬ 3 歳児健診　　　　（2４年10月生）

実施日 受付時間 場　所 対象者および内容 持参品

20日㈮

①午後 ６ 時４0分～
②午後 7 時 ₅ 分～
③午後 7 時30分～
各回1時間程度

大洲市
保健センター

【対象者】
出産予定日が
平成27年12月～平成28年 3 月の人

【内容】・赤ちゃんのお風呂
　　　・パパの妊婦体験

母子手帳・筆記用具・
エプロン・タオル・
カメラ

　妊婦関係（こんにちは赤ちゃんクラブ）（要予約）

　乳幼児関係

歯周疾患検診を受けましょう
　歯周疾患は、痛くないのに進行し、放置しているとだんだん歯が抜けてしまいます。この機会に「歯周疾
患検診」を受けて、早期発見しましょう。

【対象者】
　４0歳（昭和₅0年 ４ 月 1 日～昭和₅1年 3 月31日生まれ）、₅0歳（昭和４0年 ４ 月 1 日～昭和４1年 3 月31日生まれ）、
　６0歳（昭和30年 ４ 月 1 日～昭和31年 3 月31日生まれ）、70歳（昭和20年 ４ 月 1 日～昭和21年 3 月31日生まれ）の人

【期　間】　12月2６日㈯まで
【場　所】　市指定の歯科医療機関
【料　金】　₅00円
【申し込み・問い合わせ先】大洲市保健センター　☎23－0310

愛媛県麻薬・覚せい剤乱用防止運動について
　愛媛県では、危険ドラッグなど薬物の乱用による危険から、みなさんの健康と安全を守り、安心して暮ら
す事ができるよう、昨年12月に「愛媛県薬物濫用の防止に関する条例」を制定し、10月 1 日㈭から11月30日
㈪まで麻薬・覚せい剤乱用防止運動を実施しています。
　危険ドラッグなど薬物の乱用は、自分自身の心と体をむしばみ、人生を大きく狂わせる
だけでなく、大切な家族や友人を悲しませてしまいます。
　薬物のことで困った事があれば、ひとりで悩まず、周りに相談してください。
　以下の場所に相談窓口を設けています。
※匿名での相談も可能です。

相談内容 相談機関 電　話 曜日・時間

薬 物 相 談 愛 媛 県 庁 薬 務 衛 生 課 089︵912）2393 月～金曜日　午前 8 時30分～午後 ₅ 時1₅分
八 幡 浜 保 健 所 089４︵22︶４111 月曜日　　　午後 1 時～ 3 時

危険ドラッグ
相 談

心と体の健康センター 089︵911︶3880 月～金曜日　午前 8 時30分～午後 ₅ 時1₅分八 幡 浜 保 健 所 089４︵22︶４111
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救急当番病院
曜  日 昼間帯 【 8：30～17：30】 夜間帯 【17：30～翌 8：30】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 大洲記念病院（徳　森）
☎25－2022

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金～日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　₀₈₉₃（₂₃）₁₁₅₆
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ₈ 時～ ₁₁時
　　　　　　日曜・祝日　午前 ₉ 時～午後 ₆ 時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の救急当番病院にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。

心と体の健康ガイド （曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます）

▽子育て相談
《家庭児童相談》
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 ₅ 時1₅分
場　子育て支援課
問　☎2４－₅718

《家庭教育・子育て相談》
時　 月・火・木・金曜日の午前 9 時～午後 ４ 時
場　 喜多小学校内（大洲子育てサポートそよ風）
問　☎2４－４₅80

▽ ふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　 月～木　午前 8 時30分～午後 ₅ 時
場　国立大洲青少年交流の家〔自然環境館 3 階〕　
問　☎2４－1４1４

▽青少年相談室
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 ₅ 時1₅分
場　教育委員会内青少年センター　　　
問　☎2４－7830

▽物忘れ相談
時　11月2₅日㈬　午後 1 時30分～ 2 時30分
場　総合福祉センター 1 階応接室　※要電話予約
問　高齢福祉課内地域包括支援センター
　　☎2４－2111 ︵内線1６9 ･ 17６︶
　　家族のみ相談も可能

▽心配ごと相談
大洲地域
時　 一般相談　毎週月・水曜日
　　法律相談
　　弁護士　※要電話予約（社会福祉協議会窓口）
　　　毎月第 1 ・ 3 火曜日
　　司法書士など　
　　　毎月第 2 ・ ４ ・ ₅ 火曜日・毎週木曜日
　　介護相談　毎週金曜日
　　 午前10時～正午・午後 1 時～ ４ 時
　　※法律相談（弁護士）は午前10時～正午
場　総合福祉センター
問　総合福祉センター 1 階
　　社会福祉協議会窓口　☎23－0313
    （相談室直通）　　　　☎23－₅６29
長浜地域
時　11月27日㈮　午後 1 時～ ４ 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　大洲市社協長浜支所　☎₅2－119４
肱川地域
時　11月 ₅ 日㈭　午後 1 時30分～ ４ 時30分
場　肱川公民館 2 階青年室
問　大洲市社協肱川支所　☎3４－2312
河辺地域
時　11月10日㈫　午前 9 時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　大洲市社協河辺支所　☎39－2₅10
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は
再
生
紙
お
よ
び
植
物
油
イ
ン
ク
を

使
用
し
て
お
り
ま
す
。

　伊予長浜大神
み

輿
こ し

保存会

     会 長　上田　正
まさ

雄
お

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　伊予長浜大神輿保存会は、今年で結成16年目を迎えま
す。保存会立ち上げは、37年間倉庫に眠っていた住吉神
社所有の大神輿を復活させることからスタートしまし
た。時間をかけてきれいに塗装し、地元の大工や板金職
人、婦人会のメンバーをはじめ、多くのみなさんの協力
を得て生まれ変わった神輿が担がれた時は、感慨深いも
のがありました。
　保存会は毎年10月の本宮祭に向けて会議を重ね、祭り
の約１週間前から神輿磨きなどの本格的な準備に入りま
す。本番前日には神輿に飾りつけを施し、お祓

はら

いの後、
住吉神社へ宮入します。当日は市内外から50人ほどの担
ぎ手が集まり、神輿のバランスがとれるように身長を目
安に２班に分け、交代で丸一日かけて地区内を巡ります。
大変な１日ですが、地区のみなさんの笑顔を見ると、や
りがいを感じます。６年ほど前からは、長浜保育所児童
による子ども神輿も加わるようになり、祭りをさらに盛
り上げています。
　毎年心配になるのが、担ぎ手の確保です。若い世代の
参加も少なくありませんが、保存会結成初期の会員は高
齢化し、その年の最低限の人員を保つのがやっとという
のが現状です。松山市から担ぎに来てくれた人もいます
し、長浜地域に限らず、参加していただける人は大歓迎
です。これからもみなさんの協力をいただきながら、地
元の祭りを盛り上げていきたいと思います。

　

広
報
係
に
な
っ
て
３
年
。
初

め
て
市
民
運
動
会
を
取
材
し
ま

し
た
。

　

３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
市

民
運
動
会
と
あ
っ
て
、
ど
の

チ
ー
ム
も
か
な
り
気
合
が
入
っ

て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

選
手
の
み
な
さ
ん
の
活
躍
を

撮
影
し
よ
う
と
、
種
目
に
も

参
加
し
つ
つ
競
技
場
内
を
走
り

回
っ
た
結
果
、
か
な
り
激
し
い

筋
肉
痛
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
や

は
り
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
が
…
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
毎
日
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
し
て
、
某
企
業
の
テ
レ

ビ
Ｃ
Ｍ
の
よ
う
な
体
に
鍛
え
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

く

　

い
も
た
き
サ
ミ
ッ
ト
の
当
日

は
、
心
配
さ
れ
て
い
た
雨
ど
こ

ろ
か
、
真
夏
を
思
い
出
さ
せ
る

日
差
し
に
な
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
猛
暑
の
な
か
、
朝
８
時
か

ら
並
ん
で
い
た
だ
い
た
人
も
い

て
、
９
時
半
に
は
既
に
長
い
列

が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

各
地
の
味
を
、
一
度
に
食
べ

比
べ
で
き
る
機
会
は
な
か
な
か

無
い
と
思
い
ま
す
。
参
加
し
た

み
な
さ
ん
か
ら
は
、「
や
は
り

地
元
大
洲
の
い
も
た
き
が
一

番
」
と
の
声
が
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。 

や

編
集
後
記
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